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　今回、青森県老人保健施設研究会にて、３階フロアでの取り組みとその結果を発表し、第三者の目から私たちの取り組みえの疑問や、指摘を受ける事ができ、また、他の施設でのいろいろな問題や取り組みを聞く事ができ、これから、私たちが何をやっていかなければならないのか改めて考える事が出来、いい機会になったと思っています。

　今、全ての現場において、食事、排泄、入浴の三大介護をはじめ、家族や地域周辺の方々との関わり方や、レクリエーションでの問題、リハビリでの問題など少なからず、問題があります。食事一つをとって言っても、その施設、フロア、利用者様、その家族と同じようなケースが合っても、全く同じというものは、無いと言っていいと思います。実際、今回私が、聞いてきた事例発表にも同じ問題はありませんでした。そして、どの問題のもいえた事は、ここがゴールではないということだと思いました。どのケアをする事にしても、利用者様・家族様の反応は一人一人違うと思います。今回は、こんな結果だった。次は、もっとこうしていこう。という、小さくてもちょっとした、積み重ねが大事であることを学びました。また、どのケースであっても、私たちが一番に大事にしなくてはならないのは、『利用者様（介助を受ける方）が話し合いの中心である』ということ再認識する事ができたと思います。どんなケアを利用者様が望んでいるのか、そのニーズをどんな形で私たちは表すのか、そのケアの実施、問題の検討、検討をしたケアとはどんなものなのか、と長期に亘り考え提供して行く事が求められている介護に近づいけることなんだと思います。

　最後に、今回の特別講習・シンポジウムでは、介護報酬改訂と療養病床について講習をうけました。これから、日本は高齢者が減るどころか、増える一方であり、それにともない介護を必要としている人も当然増えてきています。しかし、今の施設であったり、在宅での介護では十分なケアはできていません。また、それどころか、施設や療養病床は年々減ってきているそうです。今現在ある老健施設もすでに赤字状態の施設が多くなってきているようです。そんな中で、「南山苑がいい」と選ばれる施設になるように、日常の介護一つ一つの知識や技術の向上の必要があるのだとあらためて、感じさせられる講習でした。

＜研修要旨＞

1、 緑茶ゼリーを用いた口腔ケア

～ケアセンター弘前～

自力での口腔ケアが困難な入所者様に口腔予防効果があるとされる緑茶ゼリーを用いて、口臭の軽減と残渣物の除去ができるのかという事例です。

　３階フロアでは、現在、口腔ケアを実施したくても拒否があったり、本人が口腔ケアをしようと思っていないという理由で口腔ケアが出来ていない方が何名かおられる。無理にケアをする事はやりたくない（やるべきではない）。と考えており、緑茶を使用する事を考えていた。今回は、緑茶にトロミアップで、ゼリー状にしたものを使用したようです。実際、緑茶摂取後一時間は、口臭を感じなかった。残渣物は全てとはいかないものの、ほぼ除去できているとの事でした。利用者様からも一週間過ぎるあたりから、「口臭がきにならなくなった」など声が聞かれていたようです。また、他施設では、緑茶の棒付き飴を使用する事で、口臭の軽減がみえたとの話をきくことができた。実際、当フロアの利用者様は食欲はある方々である為、第一段階として、緑茶のゼリーから試みていきたいです。

2、 音楽が持つ不思議な力―２つの音楽療法を実施してー

～介護老人保健施設　青照苑～

　民謡や童謡の集団音楽療法とＢＧＭとしてモーツァルト音楽療法を９ヶ月間行い続け、ＱＯＬ向上や認知症予防・糖尿病の改善、高血圧の改善がみられてという事例です。

　集団音楽療法では歌を歌いながら、楽器を鳴らしてみたり、身体を動かす事で、上記にも取り上げているが、ＱＯＬの向上であったり、認知症予防、日常生活の活性化に繋がった結果でていました。さらに、私が驚いたのは、モーツァルト音楽療法の方です。体と精神面が落ち着く事で高血圧が改善されることは分かっていたが、モーツァルトの音楽から出ている3,300～4,000という周波数が脊髄を始めとする身体の器官に影響を与える事で、糖尿病の改善にいたるそうです。ただ、個人差もあり、現れた数値での改善も若干であったようです。数値として表したものが若干であったとしても、私は、食事中にモーツァルトの音楽をかけてみる価値はあるように思いました。また、集団音楽療法もこれから、楽器を使ってみるなど、歌うだけではなくアクションを一緒にやっていきたいと思いました。









